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このたびは本思をお買いあばいただを 
まことにありがとうございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書 J をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書 J は、保証書と共に 
大切に保管しておいてください。 

•取扱説明書を紛失された場ちは、お 
買上げの販売店にご相談ください。 



参を全のために必ずお守りください… • 

•使用ずる場所 . 

•各部のなまえ . 

•使用前の準備 

使用前の準備 . 

燃料 . 

給油のしかた . 

♦使いかた 

. 点火のしかた . 

炎の調節のしかた . 

消火のしかた . 

でるでるおの使いかた . 

巧 農 自動消火装置 . 

•点横 • 手入れ . 

♦故障-異常の見分けかたと姐置方法’ 

•部品交換のしかた . 

•保管（長期間使用しない場合） • 

♦廃棄ずるとき . 

•仕様 . 

•ア フターヴー ビス . 
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安全のために必ずお守りください 


参お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用ずるために、必ずお守りいただく 
ことを説明しています。 

•ここに示した表示は' 誤った使いかたをしたとをに生じ る危害や損害の程度を;欠の表ので区分し、説明しています。 

—A fSL 松'〇 A へ1。1=0、 T この表おを無視して、誤った取?及いをすると、人が死じ重傷を負う危険、また 
ZiA / BPxl . LJAIML 7 t：nJ は火がの危険び差し迫って生じることび想定される巧容をおし ています。 

A 苗々 A I - IMIIV い、 この表示を無視して、誤った取报いをずると、人び死こ、重傷を負ラ可能性、ま 
ZlA 言 口 V WAMI 、 1 J たは火災の可能性び想定される内容を示にいます。_ 


この表示を無視して、誤ったお扱いをすると、人び傷書を負ラ可能性や物の損 
害の発生が想定される内容を示しています。 _ 


•お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


A 注意 (CAUTION) 


■ 


0(§)(§)® 

この絵表示は、「禁止」 
されている内容です。 

AA 

この絵表示は、「注意」 
していただ < 内容でず。 

0© 

この絵表示は、必ずして 
いただく「指を」内容です。 

♦説明文中の r お願い J 事項は、本機を誤りな<正しく 
お使いいただくための内容が記載されています。 


A を険 （ DANGER ) 


★ガソリ ン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高いミ由は、絶対に使用しないで<ださい。 
か量の混入でち、乂災の原因にな D ます。 
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A 警告 （ WARNING ) 


★換気必要 

•換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素が不足すると、不売全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 
また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあ0ます。 

•使用中は必ず1時間に ] 〜2回 （1 〜2好)換気して、新鮮な空気を補給してください。 
窓の凍結、地下室など換気び充分におこなえない場巧では、使用しないでください。_ 


女スプレー宙厳禁 

スプレー吿やカセットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでください。 
熱で生の圧力び上びり、爆発し、危険です。 



★カー■テン、可燃物近接厳禁 I 


カーテンや燃无やすいちののそばなどでは使用しないで < ださし、。 
ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ス I -ーブの熱気で着火して、火災の原因になります。 


★巧類の乾燥厳禁 

を類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下し、乂災の原因にな D ます。 



★寝るとさ消义 

寝るとさやが出するとさは、必ず消火し、必ず火び消えていることを確認してください。 
予想しない事故が発生するおそれびあります。 




★給油時消义 

給油は、必ず消火し、ス I -ープの遍度び巧分に下びつてからおこなってください r 
义災の原因になります。 



★油漏れを険 

♦給油□口をは確実に締めてください。 

給油ロロ金を下にして、油漏れびないことを確かめてください。 

給油□□金を斜めに締めたりずると、簡単に給油□口金びはずれて、火災の原因になります。 
•油タンクか 5 油が漏れる状態では絶対に使用しないでください。乂災の原因になります。 


女可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発をするちの（ガソリン、ベンジン、シンナ ー） 
や、スフレーを使巧しないでくださし、。 

火災や故障の原因になります。 


























★ほこりの除去 

反射板、置台、製品内部のほこりをときどき隙去してくださし、。 

前板の下から燃焼用空気を吸い込みまずので、紙、ビニ•ールなどを入れないよラにを意してください。 
ごみ、ほこりなどびつまると、異寓燃焼や火がの原因になります。 



燃焼筒のガラス割れ使用禁止 J 

燃焼筒のが筒(ガラス）が夕けたり、割れて破損したままの状態では、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼を起こしたり、すずび発生するおそれびありまず。 

★正常燃焼の確認 

燃焼中は時々炎を見て、正常燃焼していることを確かめてください。 

しんび上び0すぎた0、燃焼筒びずれていると、異常燃焼やすす I 油煙の発生原因にな0ます。 

高温部接触禁と 

燃焼やや消火直鞭は、高温部、天板(ストーブの上面)やガードに手などふれないよラ注意して が止 
くだごい。 R 

取手を立てたまま燃焼すると、お手び熱くなります。 m 

燃焼中は、必ず取手を下ろしてください。 r 

やけどのおそれびありまず。_ 4. 

★局電圧ま忌 

点乂装置は、点火時に高電圧び発生しまず。点火プラグに不用意にさねらないでください。 

感電のおそれびあります。 — 

掃除、点横■手入れをすると走は、必ず乾電池を取りはずしてからおこなつてください。 4 

★ふくお熱に長時 間あた5ない 

ストーブの間巧でふく射熱に長時間あたりつづけると、低温やけどや脱水症がになるおそれび 
あります。 , 

とくに、幼いお子様やお年寄り、体の不自由な方や病気の方などの暖房には巧分にま意して J 

くだごい。 。 



0 

使用禁止 

確認 

接触禁止 

左 

感空ま意 

击 

やけどま意 


I ★異常 時使用禁止 

におい、すずの発生、がの色など異常燃焼を起こしたとさは、使用しないでください。 
緊急の場合でをあじてずに、しんを下げて消乂してください。 


★移動•運搬ずるとをの注 意 

•ストーブを移動ずる場合は、必ず消义し、ストープの愚度び充分下がってから、油タンクをお0出し、 
褐けないよラに詩かに移動してください。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースから乾蜜池をお D はずして、油タンクを 
取り出し、油受けざらのな油を必ず抜いてください。 

運搬の途中に灯油びこぼれて、周囲を巧すおそれがあ0ます。 


〇 


女居室内給ミ由禁止 

給油は、必ず火の気のないところでおこなってください。 

义災のおそれびあ0まず。 

★変質'灯油禁止 

変醫灯油(持ち越した打ミ由など）、不純巧油(好油むがの油.水.ごみび混入した灯油など）を使用しないで 
ください。 

異當燃焼や故障（しんび下がらない、点火でをない、_乂びミ肖えない)の原因にな0まず。_ 

★燃焼中移動禁止 

火のついたまま持ち運ばないで < ださい。 

やけどのおそれびあります。また、転倒すると乂がになるおそれびあります。 . 


0 

禁止_ 
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A ま意に AUTION) 


女やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接觸によつて、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれがあります< 


么警告 （ WARNING) 









ををのために必ずお巧 0 ください 


必ま意に AUTI 日 N) 


女 巧 震 自動消乂装置の作動確認 

使巧開始時と、使用中は1圍ちに！回しソ上、巧農自動消乂裳置を作動させて確実にミ肖义ずることを確かめて 
ください。 

確実に消火しないときは使用しないで、すぐに修理してください。 

寺窥由部品の使用 

しんなどの部品は、必ずトヨストーブ純正部品(指定された部品)を使用してください。 

純正部品を使巧しないと、ストーブの性能を損なラばかりでな<、な障や予想しない事故が発生ずるおそれ 
びあります。___ 

★分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら使用しないでくだごい。 

ストーブは絶対に改造して使用しないで < ださし、。 

不完全な修理や改造は危険です。異常燃焼やずず、油煙の発生原因にな D まず。 


★触媒、脱臭フィルター使用禁止 

市販の觸媒や脱臭フィルターをストーブに取り付けたり、燃焼筒の上にのせたりしないでください。 
異常燃焼や乂災の原因にな0ます。 


¥ 

分解禁止 


0 

使用禁止 


★おモ様やお年客りのご使用に注意 


お子様やお年寄り、体の不自由な方がお使いになる場合は、ス I -ーブの取扱い、部屋の換気、高湿部への 
接郎によるやけど、あ温やけどや脱水症状などについて周囲の人び充分に注意してください。 


★保管時にしていただくこと 

•長期間使用しないとき交は保管ずるときは、必ず灯油を抜いて、電池ケースから乾聖池を取りはずしてくださし、。 
傾けたり、横倒しの状態では保营しないでください。 

义がのおそれびあります。 

• しんの手入れ(か5焼きク U — ニン グ)は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

火災のおそれびあります。 


★南棄ずるとを 

ストーブを廃棄処分ずるときは、必ず油タンク、油受けざ百内のな油を振き取0、聖油ケースから乾潭池を 
取りはずして<ださい。 （14 ページ参照） 

巧油や乾麗池び入ったまま廃棄するとリサイクルの際、予想しない事故び発生ずるおそれびあ口ます。__ 

女次の場所では使用しない 

火災や予想できない事故や故障の原因になります。 

C 水平でない場所、不安定な塌巧 ) r 風のあたる場所、部屋の出入口、屋外 ) 使用禁止 

•傾斜した噫巧や振動の激しいところでは、使用しないで•風のあたる場所や屬がでは使用しないで<ださい。 
ください。 炎び出てを険です。 

巧震自動消火装置び誤作動することびあります。 掃除機の排気びあたらないよラを意してください。 

• しっかりしたじようぶな床面で使用してください。 ♦部屋の出入口など人の通る場所、人がぶつかったり 

•移動車両の中や、不を定な台の上で使用しないでください。つまずく場所で使用すると、鼠倒して事故や火災び 
転落した D 、 火災になるおそれびありまず。 起きるおそれびあります。 


、暖'庐などス トーブび固われる場所； 不安定な物をのせた棚などの下） 

* 日爱炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしない■落下物によ0乂災び超さるおそれびあります。 

拭篤威-な m まォ r 直射日光のあたる場所、温度の高い場所 ) 

'■) • 異萬燃焼を起こすおそれびあ0ます。 

、 I ま lQ で/湿? gg ) をい场 m J •油タンクの打油びあふれ出て火災のおそれびあります。 

•頸識籍暫配讀堪 f 議ご?鶏場など、塵やほこ。の 〔可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場所 ) 

燃焼巧空気(酸素）を取入れる箇所び目づまり状態になり、 •爆発や乂娜原团こな C まず。 _ 

異常燃焼を起こずおそれがお0まず。 C 理•美容院、ク リーニング店などスプレーや化ぎ葉品を使ラ場所 ) 

^ 室•飼育室など人のいない場巧） •化学雲品がス I ブの熱で変化し、器具の故障や、 

♦使用環境の変化で、予測しない事故び発生するおそれび腐食性ガスの発生により金属•鏡-ガラスなどを傷め 
技 n ます。 る原因となります。 



〇 

指示 


9 
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★可燃物（木監合板、ふずまなど）との 距離を離ず 

•ストーブから可燃物との跑離は、ち図の指定!;(上の踢離をイ表つようにしてください C 
•ストーブ上方の棚などとの陋離はおず1上あけてください。 

• 上方の棚などからの落下物がないよラにしてください。 

•カーテンなどびストーブに成れないよラにして<ださい。 

•家具等からはち図の指定む上の距離をとってください。 

(熱で変おや変色、自然発乂ずることがあります。） 







































































願い （ NCmCE) 















































使用前の準備 


ストーブを取り出す 


1包装箱に表ちしてある r 包装の内宮」をごらんになったうえ 
I で、包装箱から包装材な:どを取り除さ、製品を傷がけない 
ように取り出してくださし、。 

f -お願い- N 

包装材は可燃物ですか6、化ず取り除いてください。 


2 力‘ー ドのち上を内側に巧しなび5手前に引き、ガードの上 
側をはずしてから、ガードのち下すみをみし持ち上げて、 
手前に引いてガードを開けてください。 





燃焼筒を納めている包装材をお0除さ、燃焼筒を取0出し 
てください。 

•包装材の巧に指を入れ、内側に折り曲げてある部分（凹 
部）を引さ出し、包装がを下へ下げて、燃焼筒を取り出 
して < ださい。 




资燃料は灯■油 ( J 旧1号灯油)を必ず使用してください。 
@変質な油、不純な油は絶巧に使用しないでください。 


A 危険 


★ガソリン使巧禁止 

ガソ U ンなど揮発性の离い迎は、絕巧に使用しないでくだ立い。 
が■の混入でを、义がの原因になりまず。 



•誤ってガソ IJ ンなどの燃料を使用したことびわかったとさは 
あ〇てずに、緊急消义ボタンを巧して消义してくだごい。 

• 変費口油(持ち越したな油など)、不純な油け了油 U (がの油•が • 
ごみび混入した阿油など）は、絶対に使用しないで<ださい< 
異常燃巧や故障の原因になります。 

•巿販されている巧燃剤(添加剤)は使用しないで < ださい。 

異常燃焼を起こずおそれびあ D ます。 

勇)灯油の保管のしかた iCN 


•灯油は必ず乂気、雨水、ごみ、高湿 V 

および直射曰光を避けた場所に保管 ^ 

してください。 

• 巧油の容器は専用のされいな容器を 
使用してくだごい。また打油容器は な。 

必ず JIS 認定品で色つきの灯油専用 I 作。 I 。叩 ( 
容器を使用してください。 

• 口油容器内の巧油びみないと温度変 な 

化により結麗してがびたまることび I ' I 、 
あります。 

• ドラム宙などで、長期間大墨に保管しないでくだごい。 

•お子様の手のとどかない巧に保管してください。 
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义 巧な祭) 


( _ 変質灯油とは 

• ちいな油。（ひと夏持ち越した灯油） 
•長期間、曰光の当たる場所や、温度の 
高い場所に保管した灯油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色 
の容器で保管した巧油は変質しやずい。 
• 変質のひどいをのは黄色はをおびたり、 
すっぱいにおいがします。 

• 変質を防ぐため'な油は翌シーズンに持 
ち越さないようにしてくださし、。 


ない灯油は 
\度わないで_ 


0 

I 使 巧 禁止 



灯油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(乂の気のない巧でおこなってください） 


〇な油 X ガソリン 


深れたままです。 


すぐに乾いてしまいます C 


良い保管 

直が日光、雨水び当たらず、 
火気のないを暗巧へ保管 


悪い保管 

直射曰光、雨水の当たる 
ベランダなど、室外のイ呆管 




( _ 不純打油とは 

•打油 LU がの油（ガソリン、シンナー 、天ぶ 
ら油、機械油、重油など)びほんのがしで 
を混入した丹油。 

•水やごみび混入した丹油。 


0 

禁止 




/巧油切かが\ 

0. 嫌齋> 





































































巧巧前の準備 


給油のしかた 


• このストーブには、給油の目安をおす r 給油サイン」びついています。 

•油タンクに巧油びあるとさは、 r 給油サイン」の色は r 緑」ですび、灯油がかなくなると「グレー」に変 
わります。 

ストーブを使巧するときは、とさどさ給油サインを見て、灯油びあるかどラか確認し、灯;'由びなく 
なる前に給油してください。 

•「給油サイン」の色が「グレー」になりました5、消火して、給油してください。 



A 警告 


ZL ま意 


給油は、必ず消火して、ストーブの温度が巧分に下びつてからおこ 
なつて < ださい。 

火災の原因になりまず。 


給ミ由は、必ず义の気のないところでおこなってください。 
义災のおそれびありまず。 


給ミ由サイ三 

ご化、|< 、 ノ 


0 


巧油びかな<なると 
グレーに変わります。 


油タンクを取り出ず。 

•油タンクをお D 出し、給油ロロ金を、左「〇」に回し 
て取 D はずしてください。 

•附属品の r □金開閉具」を使用しますと、灯油で手を巧 
さずに給油□□金の開閉びでさぎす。 

•給油ロロ金を取0はずす前に、先端の弁部を巧すと、 
給油□□金び開けやすくなります。 _ 

\ Vl^^T 給あ□□を 


油量計を見なが6給油 
ずる。 

• 市販の給ミ由ポンプの先端をジ 
ャバラの手前まで差し込んで、 
油蛮計を見なびら給油して< 
ださい。（ホースが抜けない 
よラにを意しなびら給油して 
<ださい。） 

• 灯油は、油 蟹 計のほぼ上部(ち 
図の* 給油位 丑)まで給油し 
てくださして™ 

入れ過ぎますと、あふれ出る, 
ことびありますので充分を意1 
してください。 


こぽれまお 






.お]■の巧 a . 


-お願い- 

I ミ由タンクの中にある r こぼれま栓」の弁 
び、給油□の近くまで上びつていると 
をは、弁を下へ巧し下げてください。 

I 油タンクの中にある r こぼれまを J は、 
給油□□金びはずれたとさに、油漏れ 
を巧ぐ装置ですので、おりはずさない 
でください。 


給油ロロ金をちに」に 口を開腿 
回して、しっかり締める。 徹由□□を 



Ifr - 1 ^ 1 


給油□□金は確実に締めて 
くださぃ。給;’由□口金を下 

1— 1 ブ ご*ご己4^ム、‘ 1、，し 

么警告 

1 しして、ぶ扁れかないしと 
を確かめてくだをぃ。 ■■ 

給油ロロ金を獅に締めた 
りずると、簡単に給ミ由ロロ 消义 

をびはずれて、义災の原因 
になります。 

> 


〔本お用の給油ロロを〕 




KliK 


• 附属品の「口金開閉具」を使用 
すると、灯油で手を巧さずに 
締めることびでをます。 

•油タンクか6油び漏れる状態 
で使用しないでください。 

火災のおそれびあります。 作—一^ 

•同時にを数の油タンクに給油 
する場合は、類似している給 
油口□金びありますので、間 
違えないようにしてください。 

油びでなくなった口、故障の 

• SS 靈さしでか。戀誦 

1こぼれたな油はよくふ ^ 

き取る。 

•こぼれたなミ由は必ずされいに 
ふを取ってください。危険で rfi 

すし、燃焼中に臭気を発生す III 

る原因にをなります。 

i 油タンクをセットする。 ^ML 

* • 附厲品の r □金開閉具」を使用 \ 

した場合は、「□金開閉具」を \ 

取りはずして < ださし、。 

ご、。っくりとセットしてくださ 

-お願い- 

才ート給ミ由ポンプ(自動停止装 S 巧)を使用ずる場合 

•市販のオート給油ポンプ(自動停止装置付)のなかには、 
「こぼれま栓 J と干渉して、次のよラな不員合状態にな 
り、正しく給油でさないちのびあります。 

〔不具合〕1スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処置）•油タンクに差し込むホースのセ 
ンヴー部の位置(方向)を変える。 

-(処置）•ポンプの乾電油の消耗度を確か 
める。消耗していれば交換する。 
2自動停止しない。打油びあふれてしまラ。 
(処置）•ポンプの取扱説明書にしたびっ 
て、固定具の位置を調節する。 
•上記の処置をしても正し<給油できない場合は、直ち 
に給ミ由を中止し、他の給油ポンプ(手動式ポンプな 
ど）を使用して、正しく給油してください。 







使いかた 


-お願い- 

使い始めや、しんの交換後、しんの手入れ(か S 巧きクリーニン 
グ）をしたとまは、給油後約15分む上待って、しんに充分なな 
油び吸い上げ5れてから点火してください。巧分にのい上げ!5 
れていない状態で点义しまずと、しんを傷めまず。 

新しい乾電池を入れても、おに巧れもないのに点义しにくし、場 
合は、12ぺージ「しんの修正」を参照して直してください。 


点火操作をする前には、必ず燃焼筒び正しくしん調節器にセ •操作つまみを r 点义」の方向 （♦) にゆっくり止まるまで押し 

ットされているかどラか、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動 下げると、巧霞自動消火装置は自動的にセットされます。 

かして、スムースに動くことを確認してください。 •この操作をおこないますと、点乂することびあります。 


操作つまみを、ゆつ<り巧 p =^ l — 

し下げる。 M 

•操作扉を開け、操作つまみを r 点 rts 11 I ® 

义」のち向（♦りこゆっく0完全 
に止まるまで、押し下げてくだ yt 1；] 

(しんび上び D 点火します。） [/ 

•点乂操作の途中で r ピィー」と言/ 

ラ放聖音びしますび、操作つま‘ 

みをそのまま止まるまで巧し切 
つて < ださい。 

火が着いたことを確認ずる。 

•火び着いたことを確認したら、 

手を操作つまみか6ゆっくりは 
なしてください。 

• 火び着いたをち操作つまみを巧 
し下げたままですと、乾電池の 
消拜び早くなります。また カー 
ボンび付着して、点义しにくく 
なる原因にな D ぎす。 

点乂しにくい場合は 

•点乂プラグ付近か5白煙び出て点乂しにくい場合は、 
操作つまみを少し戻したり、点乂操作をゆっくりおこ 
なうと点火しやずくなります。 

• しんにタールやカーボンが付着したり、点义プラグび 
巧れてくると、点义しにくくなります。 

一しんの手入れ、点义プラグの掃除をおこなつてくだ 
さし、。01 • 12ページ参具島） 

• 乾電池の輩圧び不充分で点火しにくい場合は、新しし、 
乾電池〔単二形乾電池4個〕をご購入のうえ交換してご 
使用ください。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

点火操作後、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃 

焼筒び正しくしん調節器にセツトされているか、しんの 

上にのっていないかを必ず確かめて操作扉を閉めて < だ 

ごい。 




操作つまみをゆっくり押し 
下げる。 

• 操作扉を開け、操作つまみを「点 
火」の方向〔♦)にゆっくり止ま 
るまで、巧し下げます。 

(しんび上びります。） 


マッチや市販の点义用ラ 
イターで点火する。 

♦ガードを開けて、燃焼筒つまみ 
をちか左に動かしてから、持ち 
上げ、7ッチや市販の点火用ラ 
イターなどを使ってしんに乂を 
着けてくださし、。 

•たばこ用のライターで点乂しな 
いでください。 

•マッチで 点义した場合は、 マッ 
チの燃えかずをしん付近や器具 
內に落としたり、畳台の上に置 
かないでください。 

事故や义がの原因になりまず。 

燃焼筒のセットを確認する。 

• 乂び着いたことを確認した5、 
燃焼筒つまみをちちに2〜3回 
動かし、燃焼筒び正しくしん調 
節器にセットされているか、し 
んの上にのっていないかを必ず 
確かめて操作扉を閉めて < ださ 


ガードを閉じて < ださい。 

•マッチや点火巧ライターで点火したときは、乂ぴ着い 
たことを確認したら、操作つまみをかしだけ（点义し 
た火が消えない程度に）消火の方向に戻してみて、引 
っかかりびなくスムースにしんび下げ5れることを確 
認してから、もラー度しんを上げて使用してくださし、 
操イちつまみびスムースに戻らないとさは、燃焼筒を持 
ち上げて、しんを完全に下げてから、点乂操作を始め 
からやり直してください。 



•ストーブの上ちや周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃 
物びあると义災のおそれびあ D ます。 

■ストーブび水平で安定した場所に設置してあることを確認してください。 

♦取手を、本体のを側へ下ろしてください。 

お手を本体の上に立てたまま使用すると、燃焼中に加熱されて高温になり、取手に手をみれたとき、やけど 
のおそれびあります。 


着ばボん。 
付し んせず 
に、。；,^まま 
具びす W りり 
器すま、あな 
、まりずはく 
後しなだでな 
义び<定常し 
点いなを異び 
、おはび'音 
はにい炎が、 
をるお、ずし 
とけにはま定 
る焼ば間し巧 
なびれのびび 
に油けく音炎 
いやだら焼と 
使りたば燃る 
おこ：3しとす 
てほい後 J く 
める使乂ツら 
巧いお点ボば 


使いかた 






度いかた 


炎の調節のしかた 


がの調節1 


•炎の調節は、操作つまみを上下しておこないます。 

•操作つまみを上下して炎を調節するときは、 なん鳴 のイラストをぶく見て、ぶ、ず正常燃焼の範囲で使 
巧して<ださい。（燃焼確認窓の r カラーサイン」を連動して動さます。） 


炎の状態 


燃焼茵び赤熱して、炎び燃焼箇の上部より約1〜3抓立ち上る状態び良い燃赌 I 犬態で、経済的な使用方法でず。 


異 常 


正 常 


压 常 


臭 常 


1 ~3 cm 


"11111111111111111111 

■ 


しんの上げずざ 
(巧び大きく巧ぴている） 

ずすや一酸化炭素び 
をく発生する 


iiiiiil 




最大正常燃焼 
(がの長さび 1 〜 3 cm ) 

正常燃焼 


巧ミを::た:： 

皿 


最小正常燃焼 しんの下げすざ 

(燃規茵全体た’啸熱している）（燃焼筒が巧分に赤熱しない） 


正常燃焼 


においや一酸化炭素び 
をく発生する 


@がの大きさは上図のように、正常燃焼の範囲でご使用ください。 绿巧っ - 孝を, 

•点乂を3分程で、燃焼筒び徐々にホ熱します。5分程で、燃焼筒全体びホ熱しまず。 (. —— L 

•点乂 2〜3分後、炎び立上びってをた時、燃焼筒つまみを持って燃焼筒を左ちに2〜3回動かしますと、/ 
炎び早く安定します。 rra I 

•炎が安定した5、操作つまみを上下して、正常燃焼の状態に調節してください。 Di I 


义力を弱くずる場舍のま意 


•乂力を弱くした場合でを、燃焼筒全体び、巧分に赤熱している状態で使用してくださし、。 

•あまり义力を弱<ずると、においや一酸化炭索びを<発生し、しんにタールび付層します。 

しんの高さ調節（でるでるお）について 

がの大きさは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってルさくなってくることびあります。 

操作つまみを下げてしんをいっぱいに上げても、燃焼箇やしんの劣化などで炎び大さくならないときは、10ページの I でるでる 
思を)使~いかた 1 の頂を參照して、しんの高さの調節をして<ださい。 

•変質巧油や不純巧油を使用してしまい、しんにタールび付着したり、水を含んでしまったとをは、炎び大さくならないととち 
に、しんの上下操作が重くなります。このようなときは、14ぺージ nn 9 しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入 
れをして < ださし、。 


消乂のしかた 


通常の消义の場合 


操作つまみを、ゆっくり引き上げる。 

操作扉を開さ、操作つまみを r ニオイセーブ消义」の位置までゆつ<0止まるまで引さ上げて消火しま 
ず。 

(速く上げるとにおいび出やずくなりまず。） 


の担 ■ 


ドけ、田。 

商 

し、，かソ 


消火を確認ずる。 

•においを少なくするため、3〜5分程燃焼(炎び一部残る）して消火します。消火を確認してくださ 
い。 

•操作つまみび r ニオイセーブ消义」の位置にあり、火び消えたことを必ず確認して操作扉を閉めてく 
ださい。 


操作つまみ/ 





緊急の消义の場合 


參緊急消义ボタンを巧す。 

このとき急速に消乂ごせるため、においやすすび発生することびあります。 

操作つまみび r 緊急消义位置」にあり火び消えたことを必ず確認して < ださい。 

•緊急消乂ボタンを巧してを、しんが下がらず、消义でをない場合は、操作つまみを引さ上げて、しんを 
下げてください。 

それでもしんび下び6ない場合は、油タンクを取り出し、义が消えるまで燃やしをってください。 

• 時間に余裕びない場合は、 ガー ドを開き、燃焼筒の上にコップー杯 （200 m 5 程度)の水をかけて消火 
してください。 


がをかけると水蒸気び出た D 、 ガラスび割れることびあ D ます。あわててヤケドをしないよラに、手 
袋をはめるか、手にタオルを卷くなどしてからおこなってください。また、あとで油受けざ5巧のか 
の入った灯油を巧さ、しん交換び免\要です。 . 


•しんが下が5ない原因は、しんに夕ールびたまっていたり、水を含んでいることびありまずので、14ぺージ 
圧呆岛9しんの手入れをするの項を参照してしんの手入れをおこなうか、新しいしんに交換してください。 


「巧急消乂」の巧 a 
巧急ミ肖义ボタン7 



消乂後再点火ずるとをの注意 


消乂後、約5分間は再点火しないでください。燃焼筒び冷えないラちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気びでたり、 
庶乂しないことびあります。 


でるでる芯の使いかた 


燃焼筒やしんの《化などで、しんをいっぱい上げてちがび大さくな6ないとさは、でるでるつまみを操作して、しんの高さの調 
節びでさます。 

C -お願い-^ 

•隔入して巧めてお使いになるときや、新しいしんに交換したときなど炎び巧分に出ているときに、でるでるつまみを⑤や 
⑤へずらすと炎び大きくなりすぎ、すすび発生することびあります。 

おび大をくな5ない時切がは、でるでるつまみを①で使用してくだごい。 

•不良巧油や変質灯油を使用して、しんに水や夕ールび付着したとさは効果がない場合びあ口ます。その場合は14ページ r r 溜 
9しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入れをしてください。それでを良くならない場合は、しんを巧換してください。 


1操作つまみを r ニオイセーブ消乂」の位置まで弓 I き上げる。 r 二可ご闕叩立， 

I ( しんを下げた状態にします。） rnii ~ 


) 本体のち側面にある r でるでる芯 J の溝の中のでるでるつまみを、①か 5® へ、 

" ③か 5® へず5す。 

①か 6 ③へ、⑨か 6 ⑥へずらすことにより、しんの高さを备々約 2inm 高くずることびでを、巧が大き 
<なりまず。 

逆に、おを小さくずるとをは、感を霞に、⑥を①にをえまず。 

でるでるつまみの f な B 1_ ① f 戚 「③ 

しんのちさ [ 約8 mm r 約10 mm \ 約12 mm 

-お願い-^ 

でるでるつまみを操作ずるときに、少し重い部分がありまずので、誤ってずらしずぎないようにま意 
しておこなつてください。 ^ 



I /澡作つまみ 

でるでるごまみ 


の®③ 


巧震自動消火装置 


•巧恶自動消义装置は、ストーブ本体げ地展(喪度約日ムソ上)や強し1振動、衝單を受けたとを、义がなどのを険を防ぐために自動 
的に消火させるを全装置でず。 

•地霞によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、油びこぼれていないかなど異常びな 
いことを5き認したを、再点义して<ださい。 


巧震自動消乂装置の取扱い上の注意 


• 通常の使用時には、操作つまみを弓 I き上げて消乂してください。消火の都度に巧屢自動消乂装置を作動させますと、臭気び発生します。 
■ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するときなどは、操作つまみで消火した後、緊急消火ボタンを巧して巧霞自動消 
义装围を作動させ、しんを完全に下げてからおこなってください。 

■スト_ブを長い間使用しないとさは、巧震自動消乂装置を作動させ、しんを売全に下げた状態にしておいてください。セット 
したまま放置しますと、巧霞自動消义装置の寿命に悪影響をあたえます。 

•麻さこぼれやすい牛乳-鍋物の煮たを(イ呆温）に、ス I -ーブを絶巧に使用しないで<ださい。 

■しんに夕ールび付着して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下操作び重くなり' 巧麗自動消乂装置び作動してち 
消火性能び营しく悪くなり、乂がの原因になります。 











• 点火プラグび、カーボンや夕ールで巧れていませんか 
»点火プラグびしんにくい込んでいませんか。 

[点火不良の原因になります] 


点义プラグ 


点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検•手入れをおこなラとをは 


•ストーブを消义し、本化の温度が巧分に下がってか6おこなってください< 
•手をけびしないよラに、手袋をはめておこなってください。 

•巧霞自動消义装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 



点巧茵所 
ス I -ーブの 
周囲__ 

油こぼれ 
油たまり 
油にじみ 


油漏れ 



•ストーブの周囲に可燃物や障害物びありませんか。 
队災の原因にな。ます]_ 

•ミ由タンク、油受けざ5、置台の表面に、油びこぼれた 
D 、 たまつたり、にじんでいませんか。 

[义がの原因になります] 


•油漏れはあ0ませんか。 
[义災の原因になります] 


•欠けたり、割れた D していませんか。 
[異常燃焼の原因になります] 


_ 処匿方法 _ 

•常に舊理-掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
_ないでください。_ 

• こぼれた D 、 たまった 0 、 にじんだ 押 I すゴミ 

油はされいにふさ取ってくだごい。 

•油タンクの給油□□金の、弁部な 
どにはさまっているごみなどを、 1^^^ 

取り除いてください。 


•油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お買い 
求めの版売店に修理ほ頼をして<ださい。 


•お買い求めの販売店にネ目談して、新しいが茵（ガラ 
ス）に交換してくだごし、。 


1箇月に1回な上 


点ち窗巧 

なお内容 

化 垣 方法 

ほこ0 
燃焼用空気 
取入れ部 
(しん窠內 
筒下部） 

•反的板や屋台にほこりびたまっていませんか。 

前板の下の隙間に紙、ビニールなどび入りこんでいま 
せんか。 

[異常燃焼や乂がの原因にな 0 まず] 

■ 13、14 ぺージの 1 巧 管 (長巧間巧用しなし、巧合） 1 の 

1 〜 5 項を参照して本体を取りは 
ずし、置台と油受けざらの隙間 (特 
にしん案巧简の下部)のほこり、 

ごみなどを取りのぞいてください。/ 

崔気掃除機で吸いおるのを効果的 

です。 一 /こん妄内面の下 

巧 巧 自動 
消义装旧 

•操作つまみを押し下げてしんを上げてから、置台をゆ 
すると、巧霞自動消乂装置び作動し、そのとをしんび 
下びり、操作つまみび r 緊急消义位置」に戻りますか。 
[確実にミ肖火することを確認] 

•操作つまみび r 緊急消义巧菌」に戻らない蠕合は、 し 
ん、感森 部の項の点検をしてください。 

•版売店に修理巧賴をしてください。 



2箇月に1回 jy 上 


点おお巧 I 点巧巧客 


•点火フラグのスパーク音は、「ピイー」と鳴りますか。 
[乾聖池の電圧(消耗)点検] 


燃巧简 • 燃焼筒の細かい巧に燃そかすや、すずび付着してし、ま 

せんか。 

[異常燃焼の原因になりまず]_ 

しん •しんの先端にタールび付着して、固くなっていませ a / 

か。 

f ★しんにタールが付着していると、巧のよラな不具合 
が発生します。 _ 

•消火操作をしてを、しんび下び6ず、消火しない。 
•しん上下の操作び重く、スムースにでをない。 

•点乂操作をしてち、点乂しなし、。 

I •燃焼筒びホ熱しなかった D 、 燃焼中ににおいびする。 

感度部 •感麗部にごみの付着や謂はありませ ' 巧感巧部 ' 

[対麗自動消火装置び正しく作動しま 


化田方を 


•音びかすれる場合は單圧び下びつています。 
新しい乾聖池に交換してください。 


•ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除を、 
されいに掃除して < ださい。 

•夕ールむ咐着している墙合は、 14 ぺージ「極量] 9 し 
んの手入れをずる に従って、しんの手入れをおこな 
っしくだでし、。 _ぉ願い- 

• しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなわな 
いで <ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をして < ださし、。 

• しんの手入れをおこなってち効果のない場合は、 
新しいしんに交幌してください。 I 

•ごみやほこりは、やね 5 かい布でをれいに成き取っ 
て < ださい。 

•飼び多量に発生している場合は、お買い求めの販売 
店に修理を依頼してください。 


ジは 
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、いいさ 
はさでだ 
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3し <を 
てをにコ 
れ除ん正 
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びのびの 
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ラララし 
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(7 ぺ 


しんの修正をする。 

点火プラグを掃除する。 （12 ぺージ参照) 


損している場合は販売店に連絡する) 


’ • この表 urn の不具合びあるときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


点义装置び シヨー ト（短絡）している。 


ショートしないよラになおす。 
不明の時は販売店に連絡ずる。 


正しく入れていない。 


正しく入れ直す。 


乾單池び消耗している。 


新しい乾電池に交換する。 


灯油び水やごみを含んでいる。 


正常な打油に交換する。 


巧;'由び変質している。（巧れた油や 
ポ I 」容器で1年間持ち越した油など） 


しんに夕ールびつく原因となるので正常な 
巧油に交換する。 


外筒（ガラス）にひびや割れびある。 


が筒（ガラス）を交換する。 


_しん調節器と燃焼筒との間にすを間 
罔びある。 


燃焼筒の変お。 


内炎筒、巧■炎筒び変形していないかを確かめ 
る。煙形している場合は販売店に連絡する) 


点火してか5必ず燃焼筒つまみを持つてを 
右に2〜3回動かす。 


しんに タールが ついている。 


しんに水を含んでいる。又は油受け 
ざら內に水び入つている。 


〇 010 


しん調節器か5しんをはずしてよく乾燥し 
てからしん調節器に取 D 付ける。油受けざら 
巧のかを巧く。 


しんの出びかなし、。 


しんの高さを調節する。 
幸斤しいしんと交換する。 


しんの出過ぎ。 


しんを下げて、炎を調節する。 


故障.異常の見分け方と処置方法一修理を依頼される前に一 


_ 定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回) _ 

•長期間ご使巧になりまずと、機器の点横び必異でず。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、または、修理資格 
者[(財）曰本石油燃焼機器保巧摘会 （ TEL .03- 349日- 2928) でおこなラ按術管理講習会修了ち（石油機器技術管理±)な 
ど]のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 


I ガードを開さ、燃焼筒を取り出してから、マイナスドライバーなどで、点火プラグの電極や碍子部分に付 ^ 

着した巧れを取り除いて < ださい。 4 

I 掃除び終りましたら、元どおりにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを閉じ、乾電池を取り付けて正常に ぶ 

点火するかどラか確 i 忍してください。 巧! 

1 点乂しにくかったり、点火しない場合は、 I しんの修正 ！ をするか、もラー度きれいに掃除し直してください 。勁 
又、 しんの手入れ (から 焼を クリーニング) をおこなうと、点义プラグに付着した巧れび取れやすくなります。^ 
m ぺージ rwwi 日しんの手入れをずる 参照） mf ? 

-しんの修止-:-- 

•燃焼筒をおり出し、しんを上げて点义プラグ近くのしんの側面を巧側に、割り害などで軽く しんか甲背1 を || 

押ごえるように撫でて、しんを整える。 しん,し接軸しぶ、る 、 

■一度しんを下げてから燃焼筒をのせ、点火してください。 -M i 


点义プラク 


故障.異常箇所 


しんび下からない 


炎びかたよる 


乾擊池の消耗び激しい 


火の回〇か遅い 


しん上下の操作び重い 


お手入れ . 






































部品交換のしかた 


•督えしん、が筒(ガラス）、燃焼筒などの交換部品が必要な場合は、お買いホめ①販売店にご相談ください。 
•部品び販売店にない場合は、別紙の I お客様相談飄卜を] までお問い合わせください。 


-、、一 しんなどの安換部品は、がずトヨス!-ープ純正部品(指定部品）を植用して < ださし、。 

A ま局スト鋪能を損なうばかりでなく、故陋想しない響発 


〇 


部品交換のときのミ主意 


•ご自分で部品交換される場合は、下記の頃目を守り、やけどや感里、けびなどしないようま意しておこなってください。 

①手をやけどしないように、ストーブは消乂し、温度び巧分下びるまで待ってください。 

⑤感里しないように、乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

③手をけびしないよラに、手袋をはめてください。 

•不完全な修理はを検でず。お買い上げの販売店か、（財)日本石油燃焼機器保守協をでおこなう技術管理講習会修了者（石油機 
器技術管理±)などのいる眼売店で修理依頼されることをおずずめします。 


A 注意 


点义装ちは、点义時に高電圧が発生します。点火プラグに不用意にさわ5ないでください。 

感里のおそれびありまず。 

掃除-点検-お手入れをずるとをは、必ず蛮池ケースか5乾電池を取りはずしてからおこなつ 
て < ださい。 


A 

感里ま意 


しんの交換のしかた 


トヨストーブ純正適合しん_ 

トヨ耐熟しん第29種 T 商品コード:11027807 


しんのな換方法 • ミ主意内容は、丽熱し 
んに添付されているお扱説明害をお読 
みくだごい。 


づ 1，, 

W 


JIS 適合巧査合格品はこの 
マークび貼ってあ D ます。 
マークの色彩は、白地にホ 
インクで表示されています。 


燃焼筒の交換のしかた 


燃焼筒 I 商品コード:11113806 


燃焼簡の內が筒•がお筒などび変形した場合や、が筒（ガラス）び割れたりした場合は、お 
質い求めの販売店、または、別紙の r を香 P 目設惡口— m までお問い合わせください C 


点乂プラグの交換のしかた_ 

•点义ブラグを交換ずるとをは、お貢い求めの版売店または、別紐の r お客様相談窓□—た1 までお問い合わせください。 

乾電池の交換のしかた 

• 日ぺージ llgro を取り付ける I をを照して、おず4個とも市版の新しい乾お池〔単二形乾恶池〕にで換してください。 
♦おりはずしたちい乾谭池は、表示してある使用推奨期限巧は、單池能力び残っていれば他の製品に使用できますので、再利用 
ごれることをおすすめします。 


保管（長期間使用しない場合） 


油タンク內のな油を巧き 
取る。 

ストーブから油タンクを巧り出し、 
市販の給油ポンプ(手動式)で、油 
タンク巧の巧油を抜さ取ってくだ 
さい。 

■わずかに残った打油は、油タン 
クに給油□□金を取り付け、油 
受けを本体の中から取り出 して 
給油ロロ金に押し当て、油タン 
クを上下にゆすって抜いてくだ 
ごい。 

電池ケースか5乾電池を、取 D 出 
してください。 




3 r 緊急消义ボタン」を巧して、消乂 
装置を作動させてから、ガードを 
開いて、燃焼筒を取り出して < だ 
さし、。 


巧息消义ポタン 



4 操作扉を開け、 r 操作つまみ J を引 
を抜いてくだごし、 


澡作つまみ 










附 
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□金開閉具 （1 個) 


巧巧自動消火装置（しん降下式) 


燃焼継続時間 


約13時間 


200% 


吸上ち 


3.日し 


2.87 kW 


呼び 

寸法 


•巧径 


65 mm 

2.5 mm 


最大燃料消費量 


トヨ耐熱しん第29種 


巧ミ由 （ JIS 1 号) 


普通筒しん 


輩池点义〔単二形乾電池4個 • 別売〕 


約 7.5 k 旨 


しん式•放き寸お 


3巳 6 mm 


自然通気お開放式石油ストーブ 


312 mm 


RS - H 298 E 


か形寸法 
(置台を含む) 


4日日 mm 


仕様 


巧、14ぺージの I 巧営(長が間使用しない場合） I の1 〜日 項を参照して、巧タンク內の巧油を抜さおり、聖池ケースから乾聖池を取 
りはずして廃棄してくださし、。 


廃棄ずるとを 


本体の両側面と背面にあ g /, b = gl \ 

る止めねじ4本を、左に リ 

ねじって取りはずします。 

本体を前方に傾けなび5、 .1 

ゆっくりと上ちに持ち上 1-^ 

げて取りはずしてくださ I \ 

い。 

油受けざ6巧の口油を抜 4/ 

を取る。 

油受けを取口出してから、油受け X 

ざ5巧の灯油を市販の給油ポンプ^ 

(手動式)で抜き取ってくださぃ。卜立ゴ^ 
•油タンク、油受けざ5に水やご/ 
みび残ったまま保管すると、錠 
や巧あさの原因になります。さ 
れいな灯;'由ですすざ洗いをして 
くだごい。巧った巧油は、巧切 
れなどで暇い取ってくだごい。 

本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調 
節器の上に正しくのせて < ださい。 

灼■油を抜いた油タンクを本体にセットし 
まず。 

しんの手入れをずる。（か 5 焼きクリー ニン グ） 
-お願い- N 

しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなわないで 
<ださい。 

しんの手入れ中はにおいがしまずので、部屋の換気を 
おこなって < ださい。 


• しんの先端び固<なっている時 
は、ラジオペンチなどで固し、部 
分を軽<つぶしてか5おこなっ 
て < ださい。 

①通常の点乂操作をして、正しく 
燃焼させて < ださし、。 

③乂力がルさくなつたら、しんを 
一杯に上げて自然に消火するま 
で燃やしをつてください。 



10電地ヶースか 5 乾電池を取りはずず。 

( -お願い- N 

•乾電池を取りつけたまま保管ずると、液漏れしてスト 
ーブを腐食させることがあ0まず。 

V 一 

11巧震自動消火装置を作動させる。 

II 巧 震 自動消义装置を作動させ、しんを下げた状態にして 
ください。 

1?点検、掃除をずる。 __ 

I レ①11、12ぺージの I 点巧•ホ入 れのしかた I の項目にし 
たびって、点検、手入れ、掃除をしてください。 

⑤ス i ブの各部品は、よく掃除して、いたんでいるも 
のは新しいをのに交換してください。 

⑤ストープの巧れは、めれた巧でふいて落とし、乾いた 
巧で水気を取り隙いてください。 

13収納ずる。 

IW ■口金開閉具は紛失しないように、 

本体背面のち側上部にある 「 T 」 j — 

あ巧に引っ掛けて保管してくだ \ 

□を開閉具についた口油は、よ 
くふを目又ってくだごぃ。 

•包装箱に入れて、湿気の少ない / 閒眼 \ 

場所に f 呆管して < ださい。 
r 取巧説明香」 や 「保証書」 ち忘れ 
ずに大切にイ呆管してくだごい。 

( -お願い-^ 

•高温を湿、直射日光の当たる場所には、保管しないで 
ください。 

錯び出たり、樹脂部品が変おずる原因になりまず。 

•ミ由タンクは I な油を巧を、本体にセットして保皆してく 
ださい。 


お手入れ-保 




















アフターサービス 


保証について 


•添付しております保証書は版荒店で所定事項を記入しておミ度ししまずので、お受け取り<ださい。記載の容ぞご確認のうそ大 
切に保管してください。 

★巧証期間は、お買上げの日より1年間です。 

f -お願い- S 

つぎのぶラな原因による故障および事故につさましては、保証の対象となりませんのでごを意<ださい。 

(1) 変質打油や不純巧油など、また丹油な外の燃料を使用したためのお障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆきとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品切がのちのを使用したり、しんにタールび巧着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足によるお障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん)の故障。 

(5) この取扱説日月書や、ま意書、ラベル類による指示、ち険•密告•ミち意•お願い事項び守られず、誤った使い方をされた 
場合のな障や事な。 

•その f 也詳細のイ呆記内容については、 f 呆証書の記載の容をご窟くだごい。 


修理を依頼ずるとを 


• 「故障-異常の見巧けちと処置方法」 （12 ベージ)に従って、お調べ<ださい。 

直らないとをは、ご使用を中止し、必ずお買上げの販売店にご連絡ください。 

• ご連絡いただをたい巧容は次の通りです。 

①品名…石油ストーブ(自然通気お開放式石油ストーブ） 

感型式の呼び’’ ’ RS-HSgSE 

③ お買上げ年ち曰 

④ 故瞎の状況(でさるだけ具体的に） 

⑤ おなまえ，おところ.單話番号 

•修理に際しましては、保班茜をご提示ください。保詔雷の規定に従って、販売店び修理させていただきます。 
•保証期間び過ざていてち、修理すれば使用でをる場合には、ご希望によ0有料で修理させていただをます。 
•修理料金は、巧術料，部品代，出張料などで構成されています。 


— 

A ま意 

値理•引越しなどで、ストープを運搬される場合は、雷地ケースか 6 乾里池を取りはずして、 

a ) 

ミ由タンクを巧を、油受けざらの 1 灯油をおず巧いてください。 

運搬の途中に巧油がこぼれ、周囲をミちずおそれびあります。 

指示 

ノ 

1 1 



補修用性能部品について 


• 石油ストーブの補修用性能部品の f 呆有期間は製造巧切 D 後6年です。 
• 補修巧性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


消耗•劣化ずる部品 


•使用期間により、交換•メンテナンスび必要な部品…しん、口金、ミ由受け、お火ヒーター 
■を質 I 灯油、不純な油の使用で劣化しやずい部品…しん、点义ヒーター 


故障•修理の際の連絡巧 


アフターサービスについてわからない場合は、お買い求めの販売店、または、ちよ0の I お客捷坦設窓口一巧1(別紙参照)まで 
お問い合わせください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

RS - H 298 E 

お買上げ年月曰 

N 

年月 曰 

お質上げ店名 

V 

(電話番号 ）（ ） 一 

_ J 


株式会社 K 3 lh 5 

本 社 名ち屋市瑞穂区桃園町日蚕] 7 号 
〒4 巨 7 —日 8 已已 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 







